
（１１）都市内道路に対するニーズ

世論調査によると、都市交通の問題点として、道路渋滞や駐車場の不

足が上位を占める。また、居住地周辺の社会資本整備の要望は、道路

が１位である。

① 平成１１年８月に実施された世論調査によると、都市内の交通に関して、現在の問

題点を聞いたところ 「自動車を利用する際に、道路渋滞に悩まされる」を挙げた者、

の割合が約４５％ 「駐車場が少ない」を挙げた者の割合が約４４％と高い。都市規、

模別にみると、５０万人以上の都市（東京都区部、政令指定市を除く）で「駐車場が

少ない」を挙げた者の割合が、東京都区部で「自転車道や駅前などの駐輪場が不足し

ており、自転車での移動に不便を感じる」を挙げた者の割合が高くなっている。

都市交通の問題点（複数回答 平成１１年８月世論調査）■

② 住宅地周辺の社会的な施設で特に整備してほしいものを聞いたところ 「道路」を、

挙げた者の割合が約２９％と最も高い。昭和５６年２月から平成１０年６月（今回）

までの５回の世論調査の全てにおいて 「道路」を挙げる者の割合が最も高くなって、

いる。

住宅地周辺の社会資本（複数回答 平成１０年６月世論調査）■

27.6%

2.6%

3.5%

11.6%

16.4%

19.5%

22.7%

23.1%

28.7%

23.7%

2.1%

4.3%

10.3%

19.2%

14.8%

21.1%

23.0%

27.2%

20.9%

1.1%

7.1%

8.9%

24.1%

14.7%

23.2%

23.0%

29.4%

25.0%

2.7%

5.2%

14.2%

21.4%

15.7%

21.3%

17.3%

27.9%

25.2%

2.8%

6.3%

24.8%

13.4%

23.8%

14.8%

25.2%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

昭和56年2月調査(N=2404人,M.T=165.0%)

昭和60年2月調査(N=2376人,M.T=184.6%)

平成 2年2月調査(N=3799人,M.T=189.5%)

平成 6年7月調査(N=3736人,M.T=180.8%)

平成10年6月調査(N=2183人,M.T=174.1%)

2.3%

14.3%

2.8%

8.2%

15.8%

15.9%

16.1%

18.4%

20.8%

43.6%

45.4%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

自動車を利用する際に、道路渋滞に悩まされる

駐車場が少ない

自転車道や駅前などの駐輪場が不足しており、自転車の移動に不便を感じる

時間通りに来ない等、個々の公共交通機関の利便性が悪い

バスと鉄道等、公共交通機関間の乗り継ぎが悪い

歩道の整備の遅れなどにより、安全に歩行できない

公共交通機関を利用する際に、車内混雑に悩まされる

乗換案内、運行状況、路線情報など公共交通機関に関する情報が入手しにくい
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（１２）都市計画道路の整備状況

都市計画に定められた幹線街路のうち、約５１％が改良済みで、現在

の事業ペースでは完成までに６０年以上を要する。

① 都市計画道路の過去１０年間の整備状況の変化をみると、改良率は年平均で約０．

７％高くなっているに過ぎず、このまま推移すれば、全てを完成させるのに６０年以

上を要する。

都市計画街路のうち幹線街路の整備状況の推移■

② 地域別にみると、地方中枢都市の既成市街地の改良率が高く、大都市近郊が低い。

都市規模別幹線街路の整備状況■
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（１３）市街地の道路整備の状況

市街地内の道路の状況は、未だ十分に整備されたものとは言い難

い。

① 東京都下の都市計画道路の整備率は、平成１３年度末で約５３％と全国平均よりも若

干高い。このうち、主要な幹線道路網の整備状況をみると、未整備の区間が散在してお

り、ネットワークとしての機能を十分に果たせない状況にある。

② 東京都心部（４区）とＮＹのマンハッタンの道路の状況を比較すると、道路率は２３

％と３８％であり、東京都心部は幹線道路や区画道路ともに未整備のものがあり、狭小

な宅地が多い。

東京都とニューヨークの道路整備状況の比較■

道路整備状況（道路率）  街区形状について   
東京 ２３％（都心４区（千代田、中央、港、新宿））道路が未整備な上、狭小な敷地が多い。
ニューヨーク ３８％（マンハッタン） 格子状の街区構成が確立している。 

マンハッタンと東京中心部の都心居住比較調査報告書（平成６年国土庁）

東京都の主要な幹線道路網の整備状況（平成１２年度末）■


